
令和４年度学校経営評価（保護者編） 考察 
 

１ 肯定的な回答が多かったもの 
 
 「基本的な生活習慣」「服装や礼儀」「健康・安全」等について、８５％を超える肯定的な回

答が寄せられた。本校の「四つの約束」として生徒・教職員ともに力を注いで取り組んでいる

部分であり、成果として認識されていることを非常にうれしく思う。 

また、設問１８の「学校行事は生徒が主体となり、充実した活動となっている」に対しては

８６％の肯定的な回答が得られた。コロナ禍においても、工夫を凝らしながら学校行事を運営

している。また、リーダーを中心とした生徒自身による行事の企画・運営の実現を通して、生

徒たちの充実感が家庭にまで伝わっていることが確認できた。そして、設問２４の「お子さん

は楽しく学校生活が送れている」に対しても８７％の肯定的な回答が得られた。学校としては、

多くの生徒たちが充実した学校生活を送れていると保護者の方々に実感していただいている

ことは、何よりも安心できる材料である。 

 これらの成果は保護者の方々のご協力があってこそのものと考える。より学校と保護者（家

庭）が連携をし、生徒を育んでいけるような環境づくりに今後も努めてまいりたい。あわせて、

より多くの生徒や保護者の方々に魅力がある学校になるように引き続き努力を重ねていきた

いと思う。 

 

２ 否定的な回答が多かったもの 
 
 設問８「学校は教育相談や日常の支援を通して生徒をよく理解し、悩みや問題に適切に対応

している」に対しては２１％の否定的な回答が寄せられた。多くの職員の目で生徒たちを見守

るとともに、生徒に寄り添いながら迅速に対応することをモットーとして指導・支援にあたっ

ている。生徒や保護者の要望と整合できるよう、さらなる連携を図るとともに相談体制の充実

を図る。 

「定期テスト・家庭学習への取り組み」に関する設問１５と設問１７に対しては、否定的な

回答が３５％前後で推移している。昨年度も家庭学習の習慣化と定期テストへの取り組みに関

して大きな課題が投げかけられた。昨年度の評価をもとに、授業の中で予習・復習を含めた学

習方法や、学習内容の定着に向けた家庭学習の方法等について意図的に指導してきた。テスト

についても対策を講じてきてはいるが、その成果を実感するまでには至っていないということ

が分かる。より充実したものとなるよう、今後も方策を練っていく。 

 

３ 不明（わからない）の回答が多かったもの 
 

 「進路指導と学習意欲向上につながる授業」に関する設問１３と設問１４は「分からない」

という回答が２０％、否定的な回答と合わせると４０％を超えた。一方で生徒の回答を見てみ

ると、９０％前後の肯定的な回答が寄せられている。進路学習や学習の意欲化は本校でも重点

を置いて指導・支援している事項であるが、その成果が見て取れない、保護者の方々が実感で

きるまでには至っていないということであると考える。今後、学習・指導内容を見直すととも

に、家庭（保護者）と情報や成果が共有できる手立てについても検討していきたいと思う。 

 今年度より、学校だよりにおいて学校全体の取り組みだけでなく、１～３年生の様子が分か

るような記事も掲載するようにした。「当該学年だけでなく、他学年の様子も知りたい」という

昨年度の要望に基づいたものである。しかし、記事の内容は学校行事に関するものが多く、日

常の学習の様子を伝えるものが不足していたと思われる。日々の授業展開における工夫や生徒

たちの意欲的な学習態度、進路学習の状況等を伝えられるよう、学校だよりやマチコミメール

等も活用しながら発信を心がけていきたい。 



令和４年度学校評価アンケート（生徒編） 考察 
 

１ 学習面 
 

 学習面において、肯定的な回答が少なかったものが２つ挙げられる。設問７「私は校内

テストに向けての計画を立て、しっかり取り組んでいる」が７５％、設問８「私は家庭学

習の習慣がついている」が７６％である。生徒のおよそ４人に 1人が否定的な回答となる。 

 テスト計画に関わる設問７について、昨年度は５３％の生徒が否定的な回答を寄せてい

た。この結果を全職員で共有し、日頃の家庭学習の方法やテスト計画の立て方、テストに

向けた学習方法等について、４月から重点をおいて各教科で指導にあたってきた。その指

導の成果として改善傾向にあることが確認できた。今後も継続的に指導・支援にあたり、

さらなる意識改革を進められるようにしたいと考える。 

また、設問８に関しては昨年度と同等の結果となっている。年度初めの各教科のオリエ

ンテーションの中で学習方法について言及するとともに、予習・復習を含めた学習方法や

学習内容の定着に向けた家庭学習の方法等について、随時アドバイスしていくように努め

てきた。今年度の結果をもとに、さらなる向上が実現するよう、指導内容や家庭学習の定

着に向けた取り組みを引き続き検討していきたい。 

 

２ 生活面 
 

 生活面において肯定的な回答が９０％を超えたものが５つ挙げられる。設問１０「時間

を守る」、設問１１「人の話をよく聴く」をはじめ、生活面においては多くの生徒が概ね肯

定的な回答を寄せている。ほとんどの生徒が、本校の学校教育目標に含まれている「４つ

の約束」を意識して生活を送っていることをうかがえる結果となった。 

 一方、設問９「私は自分の意見をきちんと言える」と設問１８「私は規則正しい生活を

送っている」の２つに関しては、それぞれ否定的な回答が２６％と２３％で推移している。 

 現在、授業において生徒同士のやりとりや意見交換、学び合い等を取り入れた形態を実

践している。また、学級活動や行事等においても生徒の意見交換を通した取り組みを進め

るなど、活動を工夫しながら意見を言う環境を整備している。今後もこれらの取り組みを

継続し、自信をもって発言・発表ができるような環境づくりに努めていきたい。 

また、規則正しい生活については、早寝早起きや時間を守ること等、家庭と連携しなが

ら今後も働きかけていきたいと思う。 

 

３ 学校生活全般 
 

 学校生活全般において肯定的な回答が少なかったものが２つ挙げられる。設問２２「私

は先生から信頼されていると感じる」が７１％、設問３２「悩みや困ったことがあるとき、

私は先生に相談することができる」が７０％である。 

 設問２２に関して、生徒の中に自己肯定感が低い傾向があることは本校の課題となって

いる。この傾向を教職員全体で共有し、全教育活動を通じて自信を育む生徒指導の充実と

豊かな心の育成をめざして改善に取り組んでいるところである。今後も生徒が主体となっ

て取り組む活動場面を設定し、その成果を認め合えるような人間関係や環境づくりを構築

し、生徒それぞれが自己有能感を高めていけるように尽力していきたい。 

設問３２については、生徒との対話の機会を確保するとともに、生徒の言葉に耳を傾け

られる組織的相談体制の充実に引き続き努めていきたいと思う。 



令和４年度学校経営評価 学校関係者による考察 
 

１ 授業や家庭学習に関して 
 

・家庭における学習も学校頼みにしている感がある。子どもたちに対する学習面でのフォ

ローについて、学校と家庭において役割分担を明確にしても良いのではないか。 

・現状として、小学校では子どもの宿題の進捗状況を親が確認している。中学校になると、

宿題や学習全般に対して保護者の関りが少なくなる傾向がある。その意味で、保護者の

家庭学習への関わりを増やすべきではないか。 

・一方で、中学生の発達段階を考えると、子どもたちは自立に伴って親との距離をとろう

とする。その状況下で親との関りを増やすことは可能か。見守るという姿勢も大事では

ないか。 

・学習に関し、意図的に親と子の関りを設定しようとすることは、無理しない方が良いの

かもしれない。 

・学習面に関して、学校評価で肯定的な回答が比較的少ない設問があるが、自分の子ども

の成績が良くなかったら、肯定的な回答は出しにくいだろうなと思う。 

☆学力向上は上志津中学校の課題である。生徒と保護者の乖離を解消するためにも、保護

者の関わり方を提示する、学習面の何を見てほしいのかを保護者に発信していくように

する。 

 

２ 否定的な回答に対して 
 

・否定的な回答については、その理由まで探ってほしい。 

・特に「いじめや差別」関する設問に対する否定的な回答の理由は確認すべき。否定的回

答の割合の大小ではなく、設問の質から対応を考えるべきである。 

・他にも、先生からの信頼度や学校施設の安全に関する項目も否定的な回答があるならば、

その理由や原因に注目してほしい。 

☆いじめについては年３回、他に教育相談アンケートを年３回実施し、一人ひとりの生徒

の実態把握に努めている。また、毎月、安全点検を職員が実施している。無記名のアン

ケートから事情は確認できないので、日々のやりとり帳等を通して認知を図る。 

 

３ 総合的に 
 

・中学生の発達段階や傾向を考えると、無理に関わりをもとうとするのではなく、観察・

見守りの姿勢が大事なのではないか。帰宅した時の表情を見たり、食事の量を気にした

りして、子どもの現状を把握しようとする姿勢を大切にするべきである。 

・自分の意見を言いづらい生徒が２６％いる。言えるチャンスを設定する、言えるように

なる手立てを考えるべきだと思う。 

・学校評価に対するフィードバックを考えてほしい。 

・その他の気づきや自由記述の数が少ないことを考えると、この意見や内容に対して学校

が過度に左右される必要はないのではないか。 

・一方で、その他の気づきや自由記述の裏付けをとることは必要であると感じる。 

☆学校生活に関して気になることや心配なこと、要望などは、その都度学校に連絡・相談

できるような関係づくりを一層進める。 

 

令和５年１月１２日 学校運営委員会議にて 


